
 

令和４年度あいち男女共同参画財団事業報告 

 

＜県民意識の変革＞ 

 注目を集めるイベントや各種講座の開催により、固定的な男女の役割分担意識の変革などを進

め、男女共同参画に関する認識の深化、定着を図った。 

 

１ 男女共同参画に関する理解促進 

あいち国際女性映画祭 

世界で活躍する女性監督の映画の上映やトークイベント等の関連事業を通して、男女共同

参画意識の啓発を図るとともに、映像製作に関わる女性の社会進出の支援を行った。 

また、メイン会場であるウィルあいちに加え、引き続きサテライト会場（ミッドランドス

クエア シネマ）での上映を実施した。 

 ア 期 間 令和４年９月８日（木）～９月１１日（日） ４日間 

 イ 会 場 ウィルあいち、ミッドランドスクエア シネマ 

 ウ 内 容 

(ｱ)招待作品等 

海外作品：韓国、台湾、香港、アフガニスタン、インド、パキスタン等のアジアを始め

とした世界各国・地域の女性監督による、日本初公開を含む１１作品を上映 

国内作品：日本初公開を含む７作品を上映 

(ｲ)フィルム・コンペティション 

・アニメーション部門 

応募総数３８作品、ノミネート４作品上映（グランプリ１作品、観客賞２作品） 

・実写部門 

応募総数２２８作品、ノミネート８作品上映（グランプリ１作品、観客賞１作品） 

  (ｳ)イベント 

監督等のトークイベント（９回 うち３回はオンライン登壇）、シンポジウム（２回 う

ち１回はオンライン登壇）、情報ライブラリー、交流サロン及び視聴覚ルームでの映画祭関

連展示 

(ｴ)名古屋難民支援室との共同企画 

長年日本で暮らしてきながら突然在留資格を失い窮地に陥るクルド人難民家族を描いた

作品の上映と、上映後は監督と難民支援関係者をゲストに迎え、祖国から逃れて暮らす人々

の居場所について考えるシンポジウムを監督オンライン登壇にて開催した。 

(ｵ)国際芸術祭「あいち２０２２」との連携企画 

国際芸術祭「あいち２０２２」のパフォーミングアーツ参加アーティストであるタイ出

身映画監督の最新作品の上映と、上映後は監督と映画関係者をゲストに迎え、映画の魅力に

ついて語っていただくトークイベントを監督オンライン登壇にて開催した。 

(ｶ)ポスター・リーフレット表紙デザイン募集 

応募総数６８作品、最優秀賞１作品 

(ｷ)クラウドファンディング 

映画祭の予告編を製作するとともに、映画祭の顔となるジャパン・プレミア（日本初公

開作品）を招待するため、クラウドファンディングの手法により映画祭予告編製作費用及び

字幕製作費用について寄付を募った。 



 

募集期間 令和４年３月９日（水）～５月１９日（木） 

寄付金額 ７２２,５００円 延べ支援者 １０１人 

エ ゲスト 映画監督、出演俳優等 

来場１８人（全員国内）、オンライン４人（海外３人、国内１人） 

 オ 参加者  

９，６５４人 

    うち映画 ２，６１６人 

（内訳：ウィルあいち２，２７７人、ミッドランドスクエア シネマ３３９人） 

    うちその他イベント ７，０３８人 

    

２ 男女共同参画に関する啓発 

(1) 男女共同参画セミナー 

男女共同参画社会の実現に向けた課題の解決や新たな活動へのチャレンジ、多様な働き方

を可能にする環境づくり等、男女共同参画の促進に向けた講座を開催した。 

ア 前 期 

 ・公開講座 

    「希林さんのコトバより・・・」 

     令和４年６月１１日（土）開催 参加者８７人 

あいち女性連携フォーラムとの協働により実施 

   ・テーマセミナー① 

「自分が楽に聴く 自分のための温ったか傾聴」 

     令和４年７月３日（日）開催 参加者２３人 

   ・様々な困難を抱える人々への理解促進セミナー① 

    「多様な性/ＬＧＢＴ ～だれもが過ごしやすいまちに～」 

     令和４年７月１６日（土）開催 参加者１５人 

イ 後 期 

 ・テーマセミナー② 

「女性のリーダーってどんな人？働く女性たちの視点」 

 令和５年２月１日（水）開催 参加者３８人 

   ・テーマセミナー③ 

「居場所を求めてさまよう少女たち」 

     令和５年２月４日（土）開催 参加者２２人 

   ・親と子のセミナー 

「有松・鳴海絞 括り職人に学びましょう ～好きな柄を選び有松絞り体験！～」 

     令和５年２月５日（日）開催 参加者２４人（１２組） 

   ・テーマセミナー④ 

    「メディアとジェンダー」 

     令和５年２月１９日（日）開催 参加者２６人 

・テーマセミナー⑤ 

 「言葉で治す！～口ぐせを変えて不調を改善しましょう～」 

  令和５年３月５日（日）開催 参加者３０人 



 

・様々な困難を抱える人々への理解促進セミナー② 

    「ストレスを抱えないために～はじめての認知行動療法～」 

     令和５年３月１８日（土）開催 参加者３１人 

 

 (2) ワーク・ライフ・バランス推進事業 

女性の社会参画を促進するため、健康で働き続けられるよう心身の調和を保つことをサ 

ポートし、男性の育児参加を促進するための教室を開催した。 

ア 働く女性のための３Ｒ教室  

週３教室 参加者３６７人（１期～１０期） 

イ パパと遊ぼう「子育てスキンシップ教室」  

週３教室 参加者６５４人（１期～１０期） 

 

(3) 男女共同参画広報誌の発行 

主催セミナ－等の参加者を効果的に募集するため、男女共同参画広報誌「ウィルプラ 

ス」に事業の案内・報告や男女共同参画に関する動き・情報などを掲載し、広報活動を 

行った。 

ア 発行回数  ２回（No.１０１ ７月発行、No.１０２ ３月発行） 

イ 発行部数  各７，０００部 

ウ 規  格  Ａ４判 ８ペ－ジ 

エ 特集テ－マ   No.１０１ 「あいち国際女性映画祭２０２２」 

  No.１０２ 「『性』の知識は、自分の人『生』につながるもの」 

           

＜社会参画と交流の促進＞ 

 女性が抱える諸問題の解決に向けた支援を行うとともに、社会のあらゆる分野への女性の参画

を促進するため、人材育成や課題の解決に役立つネットワークづくりを進め、交流の輪を広げ

た。 

 

１ 心身の健康づくり 

  ワーク・ライフ・バランス推進事業 

心と体の健康づくり及びリフレッシュのための機会を提供した。 

 ・女性のためのウェルエイジング教室  

週５教室 参加者８００人（１期～１０期） 

 

２ 交流と協働の推進 

イベントや講座の共催などを通して、市町村や女性団体等関係機関の連携を強化することに

より、事業効果を上げるとともに、団体間の交流を促進した。 

(1) サテライトセミナー 

遠隔地等でウィルあいちまで来ることが難しい地域に出向き、地元の市町村等と共催で

セミナーを開催することにより、県内全域における男女共同参画の実現に向けた啓発を

行った。 

 



 

・実施回数 １５回（江南市、新城市（オンライン併用）、知多市、幸田町、美浜町、瀬戸

市、常滑市、蒲郡市、扶桑町、愛西市、あま市、長久手市、武豊町、安城市（オンライン

配信）、岩倉市） 

・参加者数４８７人 

 (2) 協働推進事業 

女性団体、ＮＰＯ、市町村、企業、大学等とのネットワークを構築し、各種連携事業を 

実施することにより、女性の活躍に向けた機運の醸成を図った。 

ア ウィルあいちフェスタ 

  女性総合センター特定天井等耐震改修工事により、ウィルホール、大会議室及び一部会 

議室等が利用できないため、開催を見送った。 

イ からふる女性応援士隊による個別起業相談会 

  弁護士、司法書士、公認会計士、税理士等専門家による相談 

開催日 令和４年６月４日（土）始め４日間開催 相談者９人 

ウ ウィルあいち交流ネットへの支援 

   ・情報交換会を毎月開催 

   ・ウィルあいち交流ネット通信の編集協力 ４回 

   ・ウィルあいち交流ネット学習会Ⅰ 

    「いくさ世の私たち～ウクライナを知ろう！」 

     令和４年８月２８日（日）開催 参加者２５人 

   ・ウィルあいち交流ネット学習会Ⅱ 

    「歴史の中の人権～女性の問題は、人権の問題である～」 

     令和４年１２月１８日（日）開催 参加者１８人 

   ・ウィルあいち交流ネットセミナー 

    「戦時下の女性たち ウクライナ・中東の取材映像から」 

     令和５年２月２５日（土）開催 参加者６３人 

エ その他の協働事業 

・女性経営者向け個別相談会 

共催者 愛知県信用保証協会 

令和４年９月３日（土）、１７日（土）開催 参加者６人 

・講演及び交流会「女性のための新しい時代の起業のヒント４ステップ～ヒト・モノ・カ 

ネ＋ＩＴスキルで叶えるワーク・ライフ・バランス～」 

 共催者 株式会社日本政策金融公庫 

  令和５年１月１９日（木）開催 参加者１７人 

・映像ジャーナリスト玉本英子写真展「紛争地に生きる人々」 

 共催者 ウィルあいち交流ネット、地域開発みちの会ＳＤＧｓプロジェクト 

     令和５年２月１９日（日）～３月４日（土） 

 

 

 



 

３ 社会参画の促進 

(1) 男女共同参画人材育成事業 

  ア 男女共同参画人材育成セミナー 

    政策や方針決定の場への女性登用の積極的推進、とりわけ県内各市町村において登用で

きる女性人材を計画的かつ継続的に育成することを目的として、市町村から推薦を受けた

者を対象としたセミナーを実施した。 

・実施回数 令和４年５月２７日（金）始め８日間 

・主な内容 愛知県の男女共同参画行政、政策･方針決定過程への女性の参画、コミュニ

ケーション、ＤＶ、地域福祉、男性にとっての男女共同参画、消費者市民社

会、男女共同参画統計データの活用、防災、女性科学者の活躍と性差の科学 

ほか 

・参 加 者 ２３人 

イ フォローアップセミナー 

    地域実践活動グループの自主的で地域に根ざした活動の一層の推進を図るため、これま 

での人材育成セミナー修了生を対象にセミナーを開催した。 

   ・「人生を描く！～ライフデザインとポジティブ心理学～」 

    令和４年１１月２５日（金）開催 参加者１０人 

(2) 女性の再チャレンジ支援事業 

女性のための起業相談 

子育て等で仕事を中断した女性の社会参画を支援するため、起業に関する相談を行った。 

令和４年５月１８日（水）始め１０日間開催 相談者２６人 

(3) 女性の活躍促進事業（実行委員会事業） 

女性の就労の定着や活躍の場の拡大促進に向け、愛知県及び愛知県経営者協会とともに 

実行委員会を組織し、各種事業を実施した。 

ア 働く女性のキャリアアップ・交流事業 

管理職として将来活躍する人材を育成するための「女性管理職養成セミナー」や、女性

管理職の交流事業を開催した。 

・女性管理職養成セミナー(４コース・各コース４日間) 

１日・対面コース 参加者２７人 

１日・オンラインコ－ス 参加者１９人 

半日・オンラインコ－ス 参加者３１人 

       半日・オンラインコ－ス 参加者２６人 

    ・女性管理職異業種交流事業 

令和４年１２月１５日（木） 参加者１８人 

イ 管理職向けワークショップ 

管理職を対象に、女性の活躍に向けた意識改革や、女性も男性も働きやすい環境づくりを

目的とするワークショップを対面又はオンラインで６回開催した。 

    ・「ダイバーシティ推進時代の管理職とは～管理職こそ意識しよう！男女共同参画の重要

性～」 



 

対面 参加者８人 

    ・「部下とのコミュニケーション～性別・世代等の違いによる効果的な伝え方のコツ～」 

      対面 参加者１２人 

     ・「大変革時代のチームビルディング～ダイバーシティと職場風土～」  

      対面 参加者８人 

     ・「相手を伸ばす、やる気にさせる指導法～解決志向を用いたアプローチ～」 

オンライン 参加者１１人 

     ・「大切な社員を失わない！～介護と育児に職場はどう向き合うか～」 

      オンライン 参加者１３人 

     ・「『アンコンシャスバイアス』を知る～ハラスメントを防ぎ、心理的安全性を高める 

ために～」 

      オンライン 参加者１３人 

 

＜情報の蓄積と発信＞ 

 男女共同参画社会実現のために、必要かつ適切な情報の収集・調査を行い、効果的な情報提供

を図った。 

 

１ 情報の収集・提供（指定管理事業） 

(1) 情報ライブラリーの運営 

男女共同参画社会の実現や、女性に関わる様々な問題への対応のため、資料の収集と提供

を行うとともに、情報発信のための事業を実施した。 

なお、女性総合センター特定天井等耐震改修工事に伴い、９月１２日（月）から１０月３

１日（月）は移転のため臨時休業し、１１月１日（火）から２階セミナールーム５で開業

している。 

ア 図書・雑誌・行政資料・視聴覚資料などの収集と提供 

男女共同参画社会の実現に役立つ図書・雑誌・行政資料・視聴覚資料などの資料を収集

し、閲覧、貸出し及びレファレンスを行った。 

・蔵書数 

図書 ５０，９８７冊（うち行政資料 ７，６４９冊）、視聴覚資料 １，１１４点 

・図書貸出数     ３３，１５８冊（対前年同月比  ９０．６％） 

・視聴覚資料貸出数   １，８２７点（対前年同月比  ７９．４％） 

・レファレンス件数   ３，１５２件（対前年同月比 １１２．１％） 

イ 情報発信のための事業 

男女共同参画に関わる課題解決に向けて役立つ情報の発信や、情報ライブラリーの利用

促進を図る企画事業を行った。 

また、女性団体、ＮＰＯ、市町村、企業、大学等との協働による事業を実施することに

より、情報発信力を高めるとともに、連携を強化した。 

(ｱ) 情報ライブラリーフェスタ 

   国の「男女共同参画週間」及び愛知県の「男女共同参画月間」にちなんで、情報ライ



 

ブラリーで作成したパネルや関連図書等を展示した。 

 ・「まさか私も？女性の貧困」       ６月２２日（水）～ ７月２４日（日） 

 ・「男女共同参画のキホン 夫婦編」   １０月１８日（火）～１０月３０日（日） 

（ｲ）テーマ展示の実施  

   時宜を得たテーマを設定し、図書等を展示した。 

 ・「ワタシ、デビュー！のその前に」    ４月 １日（金）～６月 ８日（水） 

 ・「増えています 男性のシングルライフ」 ６月 ９日（木）～８月 ６日（土） 

 ・「さよなら、岩波ホール」        ８月 ７日（日）～９月１１日（日） 

 ・「わたしの・俺の 定年準備」      １１月 １日（火）～１月１１日（水） 

 ・「ぼくたちの物語 -この冬は物語を読もう-」 

                      １２月 １日（木）～２月 ４日（土） 

 ・「法律を味方につける～身近な「困った」を解決するために～」 

   ２月 ７日（火）～３月３１日（金） 

（ｳ）「ＤＶ」及び「人権」等のパネル展の実施  

  「女性に対する暴力をなくす運動」及び「人権週間」にちなんで、パネルと関連図書

を展示した。また、貸出の多い啓発パネルの改訂を行い、展示した。 

 ・「知ってほしい、ＤＶのこと」     １１月１日（火）～１１月３０日（水） 

 ・「わかるとかわる」          １２月１日（木）～１２月２５日（日） 

 ・「ＬＧＢＴＱの基礎知識」        １月６日（金）～ １月２９日（日） 

（ｴ）団体等との協働事業「団体活動ＰＲパネル展」の実施  

   男女共同参画に関わる活動を行う団体に、自らの活動・研究の成果や課題をＰＲする

パネル展を行う場を提供し、情報交換や交流の促進を図った。 

  ・「世界自閉症啓発デー」あいち発達障害者支援センター 

４月 １日（金）～４月１４日（木） 

  ・「面会交流って、なぁに？」 

（公社）家庭問題情報センター名古屋ファミリー相談室面会交流部 

                      ４月２１日（木）～５月１２日（木） 

  ・「みんなで考える選択的夫婦別姓」ウィルあいち交流ネット 

                       ５月１９日（木）～６月２１日（火） 

  ・「女性創業者へのきめ細かなサポート」愛知県信用保証協会 

                      ８月１７日（木）～８月３１日（木） 

・「トランスジェンダーのリアル」「トランスジェンダーのリアル」製作委員会 

２月 １日（水）～２月２２日（水） 

・「東日本大震災から１２年、被災地そして避難者の今」愛知県被災者支援センター 

２月２５日（土）～３月２２日（木） 

（ｵ）セミナー、情報誌「ウィルプラス」等に関連する展示  

１１回 

ウィルあいち内で実施される講座やイベントに合わせて、関連する資料の展示や資料 

リストを配布し、講座受講と情報活用による学習効果の向上を図った。 

（ｶ）テーマ別資料リスト  

３８種作成・配布（一部はＷＥＢページ掲載） 



 

（ｷ）男女共同参画啓発パネルの貸出 

県や市町村のイベント等に、情報ライブラリーが作成した啓発パネルの貸出を行い、

啓発活動を支援した。 

   岡崎市始め８２件（啓発パネル延べ９５組） 

 

（ｸ）他施設等との連携 

a 愛知県図書館とのコラボ企画として、「今こそ、今さら？！知ろうよ家事」をテーマ

に、愛知県図書館１階に啓発パネル「男女共同参画のキホン-夫婦編-」を展示した。 

１０月１４日（金）～１２月 ７日（水） 

ｂ 県内中学校の施設訪問学習を受入れ、ジェンダー平等に関する説明等を行った。 

・名古屋市立萩山中学校  １月２６日（木）（受入生徒数１２名） 

・名古屋市立矢田中学校  １月２７日（金）（受入生徒数 ６名） 

  (ｹ) リクエスト制度の実施 

収集方針に合致する未所蔵の図書を、来館せずにＷＥＢページのフォーム等から申し込

むことができる制度を実施した。 

２３冊（うち購入１３冊、他館取寄５冊、不受理等５冊） 

  (ｺ) 郵送貸出・返却制度の実施 

郵送による、在架書架の貸出・返却制度を実施した。なお、図書館経由で図書等の貸し

借りする相互貸借制度も引き続き実施している。 

貸出件数０件  返却件数１３件（４８冊３点） 

  (ｻ) ＳＮＳを利用した情報発信の実施 

ツイッターで企画展示やイベントの開催など鮮度の高い情報や、臨時休業など緊急性の

ある情報、男女共同参画に関する最新情報を写真とあわせて発信した。 

      ツイッターフォロワー数 １８２人 

（ｼ）指定管理者コングレ・愛知グループ自主事業 

a 情報ライブラリー利用ポイントカード 

  図書等の貸出冊数に応じてポイントを付与し、特典グッズと交換できるサービスで

利用促進を図った。一般利用者向け「ポイントカード」のほか、対象を中学生までと

する「こどもポイントカード」を配布した。 

b 「お役立ち情報 発信ボックス」の設置  

 女性の活躍促進や男性の意識啓発などに役立つ、イベントや相談窓口などの情報を収

集・提供する。 

   ・「男も育休、取れる？取れます！取りましょう!!」 

   ４月１２日（火）～７月 ３日（日） 

    ・「悩んでいませんか？性のこと」    ７月 ５日（火）～９月１１日（日） 

    ・「女に生まれてきたことを後悔しない明日へ」 

１１月 １日（火）～１月１１日（水） 

      ・「更年期を乗り越える」        １月１２日（木）～３月３１日（金） 

c 子ども向け利用促進イベント「ライブラリークエスト」の実施 

資料の貸出しに応じてクエストカードにシールを貼り特典グッズと交換できる、親

子で参加可能なイベントを実施した。 



 

７月１日（金）～８月３１日（水） 参加者２０９人 

(2) 情報提供事業 

男女共同参画に関する各種情報を収集し、インターネット等により情報提供を行った。 

・ホームページアクセス数 ９３１，１２８件 

 

＜理事会等の開催＞   

 財団の運営に関する重要事項を審議するため、理事会及び評議員会を開催した。 

 ・理事会  ６回（令和４年６月(３回)、令和５年３月（３回）） 

 ・評議員会 ２回（令和４年６月、令和５年３月） 

 


